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「高病原性鳥インフルエンザ特別防疫対策期間」
が始まります！！

熊本県では毎年１１月１日～３月３１日の５ヶ月間を

「高病原性鳥インフルエンザ特別防疫対策期間」と定め、発生予防及
び早期発見に万全を期すため、以下の取り組みを強化しています。
ご協力をお願いします。

1. 飼養衛生管理基準の遵守
2. 野鳥およびねずみ等の野生動物対策の徹底
3. 異常鶏を発見した際の早期通報
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近隣諸国における悪性伝染病発生情報近隣諸国における悪性伝染病発生情報

病名 発生地 発生月日 畜種 型

9月21日 牛 A

9月22日 牛・豚 A

9月28日 牛 A

10月2日 牛・豚・羊・山羊 A

9月5日 牛 A

9月24日 牛 A

モンゴル 9月18日 牛 A

6月28日～7月15日 家きん、野鳥 H5N1

7月17日～7月24日 家きん H5N1

7月26日～8月9日 家きん H5N1

ベトナム 10月7日 家きん H5N1

低病原性

鳥インフルエンザ
台湾 9月9日 家きん H5N2

狂犬病 台湾 継続中
犬、

イタチアナグマ

ロシア

口蹄疫

中国

高病原性

鳥インフルエンザ

ネパール

１１月１日現在

「アカバネ病の発生に注意してください！」
鹿児島県および宮崎県でアカバネ病の生後感染が発生しました。
アカバネ病は流・死産および体型異常を示しますが、生後感染では子牛を中心
に成牛にも感染し、起立不能などを示します（平成18年、県内で多くの発生が確認
されました）。
熊本県でも未越夏子牛の抗体検査で感染抗体保有牛が確認されています。
この病気は、牛異常産ワクチン接種により予防することが出来ます。ウイルスは
蚊やヌカカが媒介するので、ヌカカ等が活動をはじめる前にワクチンを接種します。

●●対策（対策（ワクチンのワクチンの接種接種方法方法））
・初めてワクチンを接種する繁殖牛、育成牛及び昨年接種していない繁殖牛

4週間隔で2回接種する必要があります。
・昨年接種した繁殖牛 1回接種します。

牛異常産三種混合ワクチンなどを接種することにより、牛異常産三種混合ワクチンなどを接種することにより、

異常産の被害を未然に防止し、経営安定に努めましょう！異常産の被害を未然に防止し、経営安定に努めましょう！


